




研究目的 

種々の栄養素が急速に胎児体内に蓄積され始める妊娠 28 週以前に生れてきた未熟児は,呼

吸循環系の合併症に加え,消化・吸収・代謝能も未熟なため,母乳の開始が遅れるだけでな

く,投与量にも限界があり様々な栄養学的問題が生じてくる。そのため,後障害なき生存の

ためには少しでも未熟児にあった栄養法の検討が必要である。今年度も昨年に引続き蛋白

強化パウダー,MCT オイル,短鎖グルコースポリマーによりエネルギー強化した栄養法の研

究,未熟児くる病に関する P 補充と母乳中の活性型ビタミン D 量に関する研究,ビタミン E

と易酸化性の研究および低栄養状態における組織カルニチン量についての研究が行なわれ

た。 


